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ベニート・フワレス国際空港への着陸準備に飛行機が高








の本は、ある批評家に言わせると、 「二〇世紀にスペイン語で書かれたもっとも美しい散文詩のひとつ」だという。美しい都市についての美しい 葉 織物だ。
この小著の冒頭に、エピグラフを模したその一文はある。









直訳すると「共通の場所」の意だ。レイェスのテクスト初版発行から百年の間に、現実のメキシコ市の空気 濁る一方だが、 「共通の場所」としてのメキシコ市は「空気 もっとも澄んだ土地」 ままだ。かくして私は、現実のとしてのメキシコ市に降り立つ直前に、レイェスの一文を自らに言い聞かせ を幻視している だ。
都市を前にして、都市を歩きながら、人はただその表層






なタイトルだ。ある土地が持つ固有の霊感源。メキシコ市という土地が囁きかける言葉に従って彼は 二〇世紀にスペイン語で書かれたもっとも美しい散文詩 ひとつ」を書いたのだ。その詩のおかげで、私たちは汚れたメキシコの大気の向こうに、 「空気の 澄んだ土地」としての、「共通の場所」としてのメキシコ市を見出すことができる。
文学は見えないはずのものを見せてくれるのだ。
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